
は
じ
め
に

『
茶
会
集
』
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
茶
会
記
で
あ
る
。
１
～
２
前

報
告
で
も
述
べ
た
が
、
そ
の
内
容
の
多
く
は
大
名
家
の
茶
会
の
記
録
で
あ
り
、
尾

張
徳
川
家
の
記
録
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
回
は
１
前
報
告
に
掲

載
し
た
表
１
「『
茶
会
集
』
に
記
録
さ
れ
る
茶
会
」
の
中
か
ら
茶
会
４
～
９
に
つ

い
て
評
釈
す
る
。
こ
れ
ら
の
茶
会
は
寛
文
六
年
と
十
年
に
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
が

江
戸
城
内
に
於
い
て
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

寛
文
年
間
は
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
（
一
六
四
一
～
八
〇
）
の
御
代
で
あ
る
。

家
綱
は
三
代
将
軍
家
光
の
長
子
で
あ
り
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
八
月
三
日

*

い
し
い　

ち
え
み　

文
教
大
学
教
育
学
部
学
校
教
育
課
程
家
庭
専
修

に
生
ま
れ
る
。
生
母
は
増
山
氏
お
ら
く
の
方
。
幼
名
は
竹
千
代
。
正
保
元
年

（
一
六
四
四
）
十
一
月
、
家
綱
と
名
の
る
。
こ
の
時
四
歳
。
そ
の
後
、
慶
安
四
年

（
一
六
五
一
）
四
月
二
十
日
、
父
家
光
が
罷
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
将
軍
と
な
る
。

こ
の
時
十
一
歳
。
将
軍
在
位
は
一
六
五
一
～
八
〇
年
ま
で
の
三
十
年
間
。
延
宝
八

年
（
一
六
八
〇
）
五
月
八
日
死
去
。
薨
年
四
〇
歳
。
法
号
は
厳
有
院
。

家
綱
が
将
軍
と
な
っ
た
の
は
十
一
歳
で
ま
だ
幼
く
、
父
家
光
と
の
茶
の
湯
の
交

流
も
３『
徳
川
実
紀
』
に
見
い
だ
せ
な
い
。
４
池
ノ
谷
匡
祐
氏
は
「
数
寄
屋
御
成
り

抄
録　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
茶
会
記
『
茶
会
集
』
を
前
報
告
に
引
き
続
き
評
釈
す
る
。
今
回
は
徳
川
四
代
将
軍
家
綱
が
寛
文
六
年
と
十
年
に
江
戸

城
中
に
お
い
て
催
し
た
六
回
の
茶
会
を
検
討
し
た
。
こ
れ
は
、
前
報
告
の
「『
茶
会
集
』
の
評
釈
（
一
）
―
寛
永
年
間
の
御
成
の
茶
会
―
」
で
示
し
た
表
１

「『
茶
会
集
に
記
録
さ
れ
る
茶
会
』
の
茶
会
４
か
ら
９
ま
で
が
対
象
で
あ
る
。『
徳
川
実
紀
』
に
よ
れ
ば
、
諸
大
名
に
お
い
て
は
、
藩
主
の
代
替
り
の
際
に
家

督
相
続
を
許
さ
れ
た
こ
と
を
謝
し
て
先
代
愛
用
の
品
々
を
将
軍
に
献
上
す
る
と
い
う
記
述
が
た
び
た
び
見
ら
れ
る
。
特
に
家
綱
政
権
の
頃
に
は
こ
の
よ
う
な

道
具
類
の
献
上
が
幕
府
主
導
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
今
回
検
討
し
た
内
容
に
は
家
綱
が
そ
れ
ら
の
道
具
類
を
用
い
て
茶
会
を
開
く
様
子
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
　
茶
会　

家
綱　

柳
営　

茶
の
湯　

寛
文

『
茶
会
集
』
の
評
釈
（
三
）
―
寛
文
年
間
の
柳
営
茶
会
―

石
井　

智
恵
美*

A
n A

nnotation of “C
hak

aishu” (

Ⅲ):
R

yuei C
hak

ai, C
hanoyu H

eld by Tokugaw
a S

hogun Ietsuna, during
K

an’ bun P
eriod

C
hiem

i IS
H

II
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の
展
開
と
衰
退
」
の
中
で
、
家
綱
が
生
涯
に
六
回
他
家
へ
の
御
成
を
し
て
い
る
こ

と
、
そ
の
う
ち
五
回
は
「
一
歳
か
ら
八
歳
ま
で
の
間
に
若
宮
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
家
綱
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
そ
の
通
り
と
思
わ
れ
る
。
最
後
の
御
成
は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
五
月

二
六
日
で
、
５『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
に
は
「（
酒
井
）
忠
勝
が
牛
込
の
別
墅
に
な

ら
せ
給
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
家
綱
は
一
六
歳
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
六
回
の
御
成
は
何
れ
も
数
寄
の
御
成
で
は
な
い
。
家
綱
が
催
し
た
最
初
の

茶
会
と
さ
れ
る
茶
の
湯
の
記
録
は
最
後
の
御
成
か
ら
十
日
程
後
、『
厳
有
院
殿
御

実
紀
』
の
明
暦
二
年
六
月
六
日
条
に
、

酒
井
讃
岐
守
忠
勝
ま
う
の
ぼ
り
。
昨
日
忠
直
謝
恩
の
拝
謁
せ
し
を
謝
し
奉

る
。
致
仕
後
始
め
て
出
仕
せ
し
に
よ
て
御
盃
た
ま
ひ
。
お
手
づ
か
ら
茶
を
下

さ
る
。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
茶
の
湯
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
時
ま
で
に
家
綱
の
茶
の
湯
に
関
す
る
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
日
、
家
綱
は
茶
の
手
前
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
厳
有
院
殿
御

実
紀
』
あ
る
い
は
『
殿
中
日
記
』
が
幕
府
の
公
的
な
記
録
で
あ
る
と
し
て
も
、
家

綱
の
茶
の
湯
の
練
習
な
ど
の
記
載
が
全
く
な
い
ま
ま
茶
会
を
開
き
、
且
つ
茶
の
手

前
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
武
家
に
お
い
て
茶
の
湯
は
嗜
み
と
い
う
こ
と

が
よ
く
分
か
る
記
録
で
あ
る
。

家
綱
は
こ
の
明
暦
二
年
六
月
六
日
の
茶
湯
を
始
ま
り
と
し
て
生
涯
に
三
〇
回
の

茶
湯
に
関
る
記
録
が
あ
る
。
今
回
評
釈
す
る
『
茶
会
集
』
の
記
録
か
ら
は
そ
の
う

ち
の
六
回
分
の
家
綱
の
茶
会
が
見
い
だ
せ
る
。
６
武
田
庸
二
郎
氏
は
「
徳
川
家
綱

の
茶
湯
に
つ
い
て
―
身
分
制
社
会
に
お
け
る
饗
応
と
贈
答
―
」
の
中
で
、

藩
主
の
隠
居
も
し
く
は
死
去
に
伴
う
代
替
り
の
際
、
家
督
相
続
を
許
さ
れ
、

「
家
」
の
存
続
が
認
め
ら
れ
た
見
返
り
と
し
て
、
先
代
愛
用
の
品
を
将
軍
に

献
上
す
る
こ
と
は
、
家
綱
政
権
期
当
時
、
一
種
の
武
家
習
慣
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
習
慣
は
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
、「
隠
居
幷
遺
物
御
道
具
類

献
上
相
止
候
事
」
と
い
う
法
令
が
発
布
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。

と
説
明
し
て
お
り
、
家
綱
が
将
軍
と
な
っ
た
慶
安
四
年
か
ら
亡
く
な
る
延
宝
八
年

ま
で
の
三
〇
年
間
で
茶
道
具
一
七
三
点
の
献
上
が
あ
っ
た
こ
と
も
一
覧
表
に
し
て

示
し
て
い
る
。
献
上
品
に
何
が
適
切
で
あ
る
か
は
、
あ
ら
か
じ
め
幕
府
か
ら
内
々

に
伝
達
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
献
上
が
家
綱
の
意
向
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
本
報
告
で
評
釈
す
る
茶
会
は
そ

う
し
て
集
め
ら
れ
た
道
具
類
の
お
披
露
目
と
い
う
目
的
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
会

も
認
め
ら
れ
る
。

凡
例

一
、
本
書
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
の
架
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
文
の
体
裁
を
残
す
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
現

在
不
使
用
の
古
体
字
・
異
体
字
は
■
で
残
し
、
そ
の
下
に
〔
〕
括
弧
で
現

在
の
文
字
を
入
れ
た
。

一
、『
角
川
茶
道
大
事
典
』
は
本
文
中
で
『
角
川
茶
道
』
と
略
し
た
。

一
、『
新
版
茶
道
大
辞
典
』
は
本
文
中
で
『
新
版
茶
道
』
と
略
し
た
。

一
、『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
は
本
文
中
で
『
日
国
Ⅱ
』
と
略
し
た
。

一
、
本
書
の
翻
刻
・
掲
載
の
御
許
可
を
賜
っ
た
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
厚
く
深

謝
い
た
し
ま
す
。

表
紙　

乾

表
紙　

坤

『茶会集』の評釈（三）
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（
茶
会
４
）

（
茶
会
４
）

寛
文
六
午
十
二
月
十
六
日（

１
）


一　

御
老
中
不
残
御
座
之
間
御
料
理
之
間

お
ゐ
〳
〵
御
相
伴
ニ
而
御
料
理
被
下
御
囲

に
て
御
茶
被
下

　
　
　
　

御
懸
物　
　
　
　
　

定
家
七
首

　
　
　
　

御
茶
入　
　
　
　
　

繁
雪
肩
衝（

２
）

　
　
　
　

御
茶
碗　
　
　
　
　

三
し
ま（

３
）

　
　
　
　

御
茶
杓　
　
　
　
　

利
休（

４
）

　
　
　
　

水
指　
　
　
　
　
　

信
楽
焼（

５
）

　
　
　
　

御
花
入　
　
　
　
　

青
磁
碪（

６
）

　
　
　
　

御
香
合　
　
　
　
　

青
貝（

７
）

　
　
　
　

御
釜　
　
　
　
　
　

筋（
８
）

（
現
代
語
訳
）

寛
文
六
年
午
十
二
月
十
六
日

老
中
全
員
が
御
座
の
間
で
の
お
料
理
の
あ
い
だ
、
順
々
に
お
相
伴
さ
れ
て
お
料

理
が
出
さ
れ
、
御
囲
い
に
て
お
茶
を
頂
い
た
。
掛
物
は
定
家
七
首
。
茶
入
は
繁は

ん

雪せ
つ

肩
衝
。
茶
碗
は
三
島
。
茶
杓
は
利
休
作
。
水
指
は
信
楽
焼
。
花
入
れ
は
青
磁
の

砧
。
香
合
は
螺
鈿
。
釜
は
筋す

じ

釜が
ま

で
あ
る
。

「教育学部紀要」文教大学教育学部　第 54 集　2020 年　石井　智恵美

（　13　）
― 306 ―



（
茶
会
５
）

（
茶
会
５
）

寛
文
十
戌
十
一
月
十
五
日（

９
）

一　

甲
府
様　

館
林
様
新
御
囲
江
御
露
次
よ
り
被
為

入
御
料
理
出
御
手
前
ニ
而
御
茶
被
進

　
　
　
　
　
　

御
釜　
　
　
　
　

桐（
（1
（

　
　
　
　
　
　

御
懸
物　
　
　
　

虚
堂

　
　
　
　
　
　

御
茶
入　
　
　
　

筑
紫（

（1
（

　
　
　
　
　
　

御
茶
碗　
　
　
　

三
嶋

　
　
　
　
　
　

御
茶
杓　
　
　
　

利
休

　
　
　
　
　
　

御
水
指　
　
　
　

縄
簾（

（1
（

　
　
　
　
　
　

御
花
入　
　
　
　

蕪
な
し

　
　
　
　
　
　

御
香
合　
　
　
　

堆
朱
布
袋（

（1
（

　
　
　
　

御
次
之
御
床
ニ
ハ
八
景（

（1
（

御
掛
物
牧
渓
筆

　
　
　
　

其
外
御
飾
物
有
之

（
現
代
語
訳
）

寛
文
十
年
戌
十
一
月
十
五
日

甲
府
様
と
舘
林
様
が
新
し
い
御
囲
に
露
地
よ
り
入
ら
れ
、
お
料
理
が
出
さ
れ
、

（
将
軍
の
）
手
前
に
て
お
茶
を
頂
い
た
。
釜
は
桐
。
掛
物
は
虚
堂
の
墨
蹟
。
茶
入

は
筑
紫
。
茶
碗
は
三
島
。
茶
杓
は
利
休
作
。
水
指
は
縄な

わ

簾す
だ
れ

。
花
入
は
蕪
な
し
。
香

合
は
堆
朱
の
布
袋
で
あ
る
。
次
の
間
の
床
に
は
牧
渓
筆
の
瀟
湘
八
景
図
が
掛
け
ら

れ
、
そ
の
他
に
も
道
具
類
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

『茶会集』の評釈（三）
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（
茶
会
６
）

（
茶
会
６
）

同
年
九
月
朔
日（

（1
（

一　

水
戸
様
御
晦（

（1
（

於
御
囲
御
手
前
ニ
而
御
茶

　
　

被
下
也

　
　
　
　
　
　

御
懸
物　
　
　
　

卯
月
郷（

（1
（

　
　
　
　
　
　

御
茶
入　
　
　
　

朱
衣（

（1
（

　
　
　
　
　
　

御
茶
碗　
　
　
　

三
島

　
　
　
　
　
　

御
茶
杓　
　
　
　

利
休

　
　
　
　
　
　

御
釜　
　
　
　
　

大
あ
ら
れ（

（1
（

　
　
　
　
　
　

御
水
指　
　
　
　

法
楽（

（2
（

　
　
　
　
　
　

御
花
入　
　
　
　

大
そ
ろ
り
飛
龍（

（2
（

　
　
　
　
　
　

御
香
合　
　
　
　

青
貝
く
り（

（2
（

　
　
　
　
　
　

三
ツ
羽　
　
　
　

大
鳥（

（2
（

（
現
代
語
訳
）

寛
文
十
年
九
月
朔
日

一　

水
戸
様
が
御
晦
の
節
と
し
て
御
囲
に
お
い
て
（
将
軍
の
）
手
前
に
て

お
茶
を
頂
い
た
。
掛
物
は
卯
月
の
里
、
茶
入
れ
は
朱
の
衣
、
茶
碗
は
三
島
、
茶
杓

は
利
休
作
、
釜
は
大
霰
、
水
指
は
法
楽
、
花
入
は
大
そ
ろ
り
で
飛
龍
の
文
様
が
あ

る
。
香
合
は
螺
鈿
の
ぐ
り
。
羽
箒
は
鶴
の
三
つ
羽
で
あ
る
。
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（
茶
会
７
）

（
茶
会
７
）

同
年
二
月
廿
五
日（

（2
（

一　

紀
州
様
御
晦
之
節
御
手
前
ニ
而
御
茶
被
進

　
　
　
　

御
懸
物　
　
　
　

圓
悟（

（2
（

　

蜂
須
賀
阿
波
守

　
　
　
　

御
釜　
　
　
　
　

桐　
　

竹
中（

（2
（

　
　
　
　

御
水
指　
　
　
　

法
楽
新（

（2
（

　
　
　
　

御
茶
入　
　
　
　

大
隅
肩
衝（

（2
（

井
伊
掃
部
頭

　
　
　
　
　
　

袋
鳥
た
す
き
純
子（

（2
（

　
　
　
　

御
茶
碗　
　
　
　

高
麗
三
島　

土
井
大
炊
頭

　
　
　
　

御
茶
杓　
　
　
　

利
休　

雅
楽
頭

　
　
　
　

御
花
入　
　
　

大
そ
ろ
り　

土
井
大
炊
頭

　
　
　
　
　
　
　

御
花
連
翹
赤
キ
八
重
椿

　
　
　
　

御
香
合　
　
　

青
螺
肩
形（

（3
（

（
現
代
語
訳
）

寛
文
十
年
二
月
廿
五
日

一　

紀
州
様
が
御
晦
の
節
と
し
て
（
将
軍
の
）
手
前
に
て
お
茶
を
頂
い
た
。

掛
物
は
蜂
須
賀
阿
波
守
綱
通
よ
り
献
上
の
圓
悟
の
墨
蹟
。
釜
は
桐
で
自
在
鉤
は
中

ぶ
り
の
竹
製
で
あ
る
。
水
差
し
は
法
楽
（
焙
烙
）
で
新
し
く
焼
い
た
も
の
。
茶
入

れ
は
井
伊
掃
部
頭
直
澄
よ
り
献
上
の
大
隅
肩
衝
。
袋
は
鳥
た
す
き
模
様
の
緞
子
で

あ
る
。
茶
碗
は
土
井
大
炊
頭
利
重
よ
り
献
上
の
三
島
高
麗
。
茶
杓
は
利
休
作
で
酒

井
雅
楽
頭
忠
清
が
献
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
花
入
は
土
井
大
炊
頭
利
重
が
献
上
し

た
大
そ
ろ
り
で
あ
る
。
花
は
連れ

ん

翹ぎ
ょ
う

と
赤
い
八
重
の
椿
。
香
合
は
肩
形
の
螺
鈿
で
あ

る
。
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（
茶
会
８
）

（
茶
会
８
）

同
三
月
廿
二
日（

（3
（

一　

瑞
竜
院
様
御
晦
之
節
御
手
前
ニ
而
御
茶
被
進

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

御
茶
入　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

袋
か
ん
と
う（

（3
（

　
　
　
　
　

御
茶
碗　
　
　

三
嶋
は
け
め（

（3
（

　
　
　
　
　

御
香
合　
　
　

青
貝
飛
龍

　
　
　
　
　

右
之
外
ハ

　
　
　
　
　

紀
刕
様
御
晦
之
節
之
通

（
現
代
語
訳
）

寛
文
十
年
三
月
廿
二
日

一　

瑞
竜
院
様
（
尾
張
光
友
卿
の
法
号
）
晦
日
の
節
と
し
て
（
将
軍
の
）
手
前
に

て
お
茶
を
頂
い
た
。
茶
入
の
袋
は
間
道
。
茶
碗
は
三
島
の
刷
毛
目
で
あ
る
。
香
合

は
螺
鈿
で
飛
龍
の
文
様
。
こ
れ
ら
の
他
の
道
具
類
は
二
月
二
十
五
日
の
紀
州
様
の

晦
日
の
節
で
使
わ
れ
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
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（
茶
会
９
）

（
茶
会
９
）

同
年
六
月
三
日（

（3
（

一　

永
井
伊
賀
守
京
都
江
御
晦
之
節

御
手
前
ニ
而
御
茶
被
下

　
　
　
　
　

御
懸
物　
　
　
　

兀
庵（

（3
（

　
　
　
　
　

御
茶
入　
　
　
　

師
匠
坊
肩
衝（

（3
（

　
　
　
　
　

御
花
入　
　
　
　

青
磁
碪

　
　
　
　
　

御
茶
碗　
　
　
　

割
高
麗（

（3
（

　
　
　
　
　

御
釜　
　
　
　
　

妙
門
霰（

（3
（

　
　
　
　
　

御
茶
匕　
　
　
　

小
堀（

（3
（

　
　
　
　
　

御
水
指　
　
　
　

法
楽

　
　
　
　
　

御
香
合　
　
　
　

青
貝

　
　
　
　
　

三
ッ
羽　
　
　
　

大
と
り

（
現
代
語
訳
）

寛
文
十
年
六
月
三
日

一　

永
井
伊
賀
守
尚
庸
（
京
都
所
司
代
）
が
京
都
へ
戻
る
い
と
ま
ご
い
の
挨
拶
の

折
、（
将
軍
の
）
手
前
に
て
お
茶
を
頂
い
た
。
掛
物
は
兀
庵
の
墨
蹟
。
茶
入
は
四

聖
坊
の
肩
衝
。
花
入
は
青
磁
の
砧
。
茶
碗
は
割
り
高
麗
。
釜
は
妙
門
霰
。
茶
匙
は

小
堀
遠
州
作
。
水
指
は
焙
烙
。
香
合
は
螺
鈿
。
羽
箒
は
鶴
の
三
つ
羽
で
あ
る
。
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（
注
）

（
茶
会
４
）

（
１
）
こ
の
日
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
午
十
二
月
十
六
日
の
記
録
は
『
厳
有

院
殿
御
実
紀
』
に
、

酒
井
雅
楽
頭
忠
清
は
じ
め
。
諸
老
臣
に
饗
膳
を
た
ま
ひ
。
そ
の
後
茶
室
に
め

し
て
後
。
み
づ
か
ら
御
挿
花
（
山
茶
。
梅
）
あ
り
て
。
又
御
手
前
の
御
茶
を

下
さ
る
。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
山
茶
は
椿
全
般
を
示
す
言
葉
で
山さ

茶ざ
ん

花か

と
は
異
な
る
。

ま
た
、『
殿
中
日
記
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
に
も
、

御
老
中
へ
御
料
理
被
下
候
也　

於
御
囲
御
手
前
ニ
而
御
茶
被
下
候
也

　
　
　

御
囲
へ
出
ル
御
道
具

御
懸
物　

定
家
七
首　

御
花
入
れ　

長
崎
ゟ
来　

青
地
堪
（
碪
）

御
花　
　

赤
椿
梅　
　

御
茶
入　

板
倉
周
防
守
上
ル　

繁
雪
肩
衝

御
茶
碗　

三
嶋
高
麗　

御
茶
杓　

酒
井
雅
楽
頭
上
ル　

利
休

御
水
指　

信
楽
焼　
　

御
香
合　

松
平
美
作
守
上
ル　

青
貝

御
釜　
　

掛
戸　

筋　

三
ツ
羽　
　
　
　
　

大
鳥

炭
斗　
　

ふ
く
へ　
　
　

以
上

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
茶
会
集
』、『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』、『
殿
中
日
記
』
の

三
つ
の
記
録
か
ら
、
こ
の
茶
会
が
何
の
た
め
の
会
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
老

中
が
招
か
れ
て
饗
さ
れ
た
こ
と
、
花
手
前
と
茶
の
手
前
は
将
軍
家
綱
が
行
っ
た

こ
と
、
更
に
は
道
具
類
の
詳
細
も
明
ら
か
で
あ
る
。『
茶
会
集
』
の
記
述
に
は

見
ら
れ
な
い
が
、『
殿
中
日
記
』
に
お
い
て
は
貴
重
な
道
具
類
が
誰
か
ら
献
上

さ
れ
た
か
も
記
さ
れ
て
い
る
。「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
も
述
べ
た
が
、
６
武

田
庸
二
郎
氏
に
よ
れ
ば
、「
藩
主
の
隠
居
も
し
く
は
死
去
に
伴
う
代
替
わ
り
の

際
、（
中
略
）
先
代
愛
用
の
品
を
将
軍
に
献
上
す
る
こ
と
は
、
家
綱
政
権
期
当

時
、
一
種
の
武
家
習
慣
と
な
っ
て
い
た
。（
中
略
）
献
上
品
に
何
が
適
当
で
あ

る
か
は
、
あ
ら
か
じ
め
幕
府
か
ら
内
々
に
伝
達
さ
れ
、
襲
封
の
御
礼
に
登
城
す

る
際
、
献
上
さ
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
の
茶
会
で
は
、
名
物
茶

器
の
徳
川
家
へ
の
更
な
る
献
上
を
促
す
た
め
に
茶
会
の
中
で
言
及
さ
れ
た
も
の

か
。
柳
営
茶
会
の
茶
会
記
な
ら
で
は
と
い
え
る
。
こ
の
当
時
の
老
中
は
稲
葉
美

濃
守
正
則
、
久
世
大
和
守
広
之
、
土
井
但
馬
守
数
直
、
板
倉
内
膳
正
重
矩
で
あ

る
。
こ
の
時
、
酒
井
雅
楽
頭
忠
清
は
大
老
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
茶
会
に
参
加
し

て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

（
２
）
繁
雪
肩
衝　

は
ん
せ
つ
か
た
つ
き

名
物
。
漢
作
唐
物
茶
入
。
繁
雪
肩
衝
の
名
は
武
野
紹
鷗
の
弟
子
の
繁
雪
と
い
う

人
が
所
持
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
説
（
林
羅
山
『
繁
雪
肩
衝
記
』）
と
、
雪

が
し
げ
く
降
り
か
か
っ
た
よ
う
な
景
色
に
よ
り
、
足
利
義
政
が
命
名
し
た
と

い
う
説
（
徳
川
家
蔵
『
御
道
具
書
画
目
録
』）
と
が
あ
る
。『
徳
川
実
紀
』
に

よ
れ
ば
、
繁
雪
肩
衝
は
繁
雪
所
持
の
後
に
徳
川
幕
府
の
所
持
品
と
な
り
、
三

代
将
軍
家
光
か
ら
京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
に
あ
た
え
ら
れ
た
。
板
倉
重
宗
は

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
十
二
月
一
日
に
没
し
、
翌
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）

三
月
二
十
五
日
に
、
長
男
重
郷
が
父
の
遺
物
と
し
て
左
文
字
の
刀
、
繁
雪
肩

衝
、
黒
塗
四
方
盆
を
四
代
将
軍
家
綱
に
献
上
し
た
。
家
綱
没
後
の
延
宝
八
年

（
一
六
八
〇
）
六
月
二
十
七
日
、
家
綱
の
遺
物
と
し
て
、
館
林
の
徳
松
（
五
代

将
軍
綱
吉
の
長
男
）
に
自
恕
思
軒
江
両
筆
の
掛
幅
と
金
森
正
宗
の
指
添
と
繁
雪

肩
衝
が
与
え
ら
れ
た
。
徳
松
は
こ
の
前
年
に
生
ま
れ
、
五
歳
で
こ
の
世
を
去
っ

た
た
め
、
繁
雪
肩
衝
は
綱
吉
の
所
持
と
な
っ
た
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）

三
月
十
八
日
、
将
軍
（
綱
吉
）
か
ら
綱
誠
（
尾
張
三
代
藩
主
）
に
繁
雪
肩
衝
は

あ
た
え
ら
れ
、
代
わ
り
に
綱
誠
か
ら
は
将
軍
に
大
隈
肩
衝
が
献
上
さ
れ
た
。
元

禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
六
月
五
日
、
綱
誠
は
江
戸
の
市
ヶ
谷
邸
で
他
界
し
、

繁
雪
肩
衝
は
綱
誠
か
ら
吉
通
（
尾
張
四
代
藩
主
）
に
伝
わ
っ
た
。
吉
通
没
後
の

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
九
月
十
八
日
、
吉
通
の
遺
物
と
し
て
、
吉
通
の
あ
と
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を
継
い
だ
三
歳
の
五
郎
太
に
よ
り
七
代
将
軍
家
継
に
中
川
郷
の
刀
、
繁
雪
肩

衝
、
癡
絶
道
冲
の
書
幅
は
献
上
さ
れ
た
。
以
来
、
繁
雪
肩
衝
は
徳
川
家
の
什
物

と
し
て
伝
来
し
た
。

（
３
）
三
島　

三
嶋　

み
し
ま

三
島
は
高
麗
茶
碗
で
あ
り
、
７
伊
東
槇
雄
・
小
山
富
士
夫
氏
に
よ
れ
ば
「
三
島

は
高
麗
青
磁
の
正
系
を
つ
ぐ
も
の
で
、
李
朝
初
期
の
や
き
も
の
を
代
表
す
る
も

の
」
と
さ
れ
る
。『
殿
中
日
記
』
に
も
、
こ
の
茶
碗
は
「
三
嶋
高
麗
」
と
さ
れ

て
い
る
。
三
島
に
は
古
三
島
、
暦
手
、
花
三
島
、
禮
賓
手
、
大
三
島
、
鷄
龍

山
三
島
、
三
島
桶
、
渦
三
島
、
三
作
三
島
、
彫
三
島
、
御
本
三
島
な
ど
に
区

別
さ
れ
て
い
る
。
伊
東
氏
ら
は
、「
三
島
は
高
麗
末
か
ら
李
朝
中
期
に
亙
る
約

二
百
五
十
年
間
、
南
鮮
一
帯
で
焼
け
た
も
の
」
と
見
て
お
り
、「
古
来
茶
人
の

愛
玩
し
て
い
る
三
島
茶
碗
は
慶
尚
南
道
の
物
が
多
く
、
ま
た
三
島
第
一
の
窯
で

あ
る
鶏
龍
山
の
も
の
も
多
い
よ
う
で
あ
る
」
と
推
測
し
て
い
る
。

（
４
）
茶
杓　

利
休　

ち
ゃ
し
ゃ
く　

り
き
ゅ
う

『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
寛
文
六
年
九
月
五
日
条
に
は
「
酒
井
雅
楽
守
忠
清
千
利

休
造
り
し
茶
杓
を
さ
ゝ
ぐ
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
九
月
に
献
上
さ
れ
た
利
休

作
の
茶
杓
を
、
早
速
十
二
月
の
こ
の
会
で
お
披
露
目
を
し
た
も
の
か
。
茶
会
４

か
ら
８
ま
で
の
５
回
の
茶
会
で
は
こ
の
茶
杓
が
使
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
信
楽
焼　

し
が
ら
き
や
き

矢
部
良
明
氏
は
『
角
川
茶
道
』
の
中
で
「
信
楽
焼
は
現
在
の
滋
賀
県
甲
賀
市
信

楽
町
を
中
心
に
焼
か
れ
た
陶
磁
器
の
総
称
。
甲
賀
郡
に
は
上
代
の
須
恵
器
の
窯

が
み
つ
か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
信
楽
焼
に
は
含
ま
な
い
。
須
恵
器
の
伝
統
に

の
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
新
し
い
酸
化
炎
焼
成
に
よ
る
焼
き
締
め
陶
に
転
じ
た
時

点
を
も
っ
て
信
楽
焼
の
成
立
と
す
る
。（
中
略
）
室
町
後
期
の
十
六
世
紀
中
葉

か
ら
、
信
楽
焼
は
（
中
略
）
茶
人
に
注
目
さ
れ
て
茶
道
具
（
と
く
に
水
指
、
花

入
、
茶
碗
な
ど
）
を
焼
造
す
る
よ
う
に
な
り
、
室
町
、
桃
山
、
江
戸
時
代
の
代

表
的
茶
人
の
名
を
冠
し
て
紹
鷗
信
楽
、
利
休
信
楽
、
新
兵
衛
信
楽
、
宗
旦
信

楽
、
空
中
信
楽
な
ど
に
作
風
が
分
類
さ
れ
て
い
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ま

た
、
８
林
屋
晴
三
氏
は
「
珠
光
の
頃
か
ら
、
日
常
的
な
雑
具
で
あ
っ
た
備
前
物
・

信
楽
物
な
ど
の
和
陶
も
賞
揚
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
中
略
）
珠
光
は
そ
う
し
た

雑
具
的
な
道
具
を
使
用
し
た
侘
び
数
奇
の
あ
り
方
と
し
て
、「
此
道
の
一
大
事

ハ　

和
漢
之
さ
か
い
を
ま
き
ら
か
す
事　

肝
要
」
と
厳
し
く
注
意
し
て
、
和

物
・
唐
物
の
違
い
を
渾
然
と
調
和
さ
せ
て
用
い
る
こ
と
に
、
き
わ
め
て
重
要
な

意
義
を
見
出
し
た
」
と
解
説
し
て
い
る
。

（
６
）
青
磁
碪　

砧
青
磁　

き
ぬ
た
せ
い
じ

中
国
浙
江
省
の
主
に
竜
泉
窯
で
作
ら
れ
た
南
宋
・
元
時
代
の
質
の
高
い
青
磁
。

砧
の
形
を
し
て
い
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
９『
和
漢
三
才

図
絵
』
に
よ
れ
ば
砧
の
形
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
「
擣
衣
杵
」
で
あ
り
、「
俗

云
之し

古こ

呂ろ

」
と
あ
る
。
矢
部
良
明
氏
は
『
角
川
茶
道
』
の
な
か
で
「
こ
の
青
磁

は
南
宋
官
窯
の
青
磁
を
母
胎
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
（
中
略
）
基
本
的
に
は

無
文
様
で
、
粉
青
色
・
浅
葱
色
の
美
し
い
釉
を
掛
け
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

淡
い
青
色
が
最
上
級
品
と
さ
れ
る
。
砧
青
磁
の
語
源
に
つ
い
て
は
様
々
あ
る

が
、
砧
形
花
生
と
し
て
一
点
の
み
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
和
泉
市
久
保
惣
記

念
美
術
館
蔵
の
「
青
磁
鳳
凰
耳
花
生
」
に
そ
の
色
と
形
を
参
照
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
和
漢
三
才
図
絵
』）

（
７
）
青
貝

螺
鈿
の
こ
と
。『
日
国
Ⅱ
』
に
は
「
漆
工
芸
の
一
技
法
。
夜
光
貝
・
あ
わ
び
貝

な
ど
、
真
珠
光
を
放
つ
貝
殻
を
文
様
に
切
っ
て
、
木
地
や
漆
塗
り
の
面
に
嵌は

め

こ
ん
だ
り
、
張
り
付
け
た
り
し
た
も
の
」
と
あ
る
。
こ
の
技
法
は
エ
ジ
プ
ト
初
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期
王
朝
以
前
か
ら
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
唐
で
発
達
し
た
。
奈
良
時
代
に
日
本
に

伝
え
ら
れ
、

10『
下
学
集
』
や
節
用
集
類
に
は
「
螺
鈿
」
に
「
ア
ヲ
カ
イ
」
の

訓
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。『
殿
中
日
記
』
に
は
こ
の
螺
鈿
の
香
合
は
松
平
美
作

守
が
献
上
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
詳
細
が
分
か
ら
な
い
。
松
平
美
作
守
宗
綱

は
万
治
元
年
九
月
八
日
に
襲
封
の
お
礼
と
し
て
侘
助
と
い
う
茶
入
を
献
上
し
て

い
る
の
で
、
こ
の
香
合
の
献
上
は
そ
れ
以
前
か
も
し
れ
な
い
。

（
８
）
筋　

筋
釜　

す
じ
が
ま

茶
湯
釜
の
一
つ
。
釜
の
肩
や
胴
に
太
い
筋
目
の
文
様
が
み
ら
れ
る
も
の
の
総

称
。
筋
目
は
縦
の
物
も
横
の
物
も
あ
る
が
、
天
明
の
釜
に
多
い
。
天
明
は
天

命
、
天
猫
と
も
称
し
た
が
、
産
地
は
下
野
国
佐
野
、
現
在
の
栃
木
県
佐
野
市

で
、
今
も
鋳
物
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
茶
湯
釜
は
、
古
く
は
治
安
三
年
に
鋳
た

と
い
う
安
三
釜
な
ど
が
あ
る
が
、
蘆
屋
釜
に
比
べ
る
と
装
飾
性
が
少
な
い
。

11
鈴
木
友
也
氏
に
よ
れ
ば
「
侘
茶
の
茶
人
は
鉄
鋳
物
膚
の
錆
び
た
膚
に
雅
味
を

求
め
鋳
物
師
を
指
導
し
た
」
と
あ
る
。
遺
物
に
は
東
京
国
立
博
物
館
保
管
の
筋

釜
が
知
ら
れ
る
。

（
茶
会
５
）

（
９
）
こ
の
日
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
戌
十
一
月
十
五
日
の
記
録
は
『
厳
有

院
殿
御
実
紀
』
に
、

甲
館
両
宰
相
幷
井
伊
掃
部
頭
直
澄
に
御
茶
給
は
る
べ
し
と
て
。
両
卿
幷
掃

部
頭
直
澄
ま
う
の
ぼ
ら
れ
け
れ
ば
。
稲
葉
美
濃
守
正
則
。
板
倉
内
膳
重
矩

導
き
。
酒
井
雅
樂
守
忠
清
出
む
か
ひ
。
御
茶
室
に
い
ら
る
時
に
出
ま
し
。

各
拝
謁
し
奉
る
。
釜
を
上
べ
し
と
仰
あ
り
て
い
ら
せ
給
へ
ば
。
土
井
能
登

守
利
房
い
で
ゝ
。
爐
上
の
釜
を
上
て
か
た
に
置
。
其
時
出
給
ひ
。
炭
を
あ

そ
ば
し
。
い
ら
せ
給
ふ
と
き
。
料
理
た
ま
は
る
べ
し
と
仰
あ
り
。
こ
の
時

近
習
の
輩
出
て
。
両
卿
に
直
澄
の
前
へ
饌
を
供
し
。
各
拝
食
終
り
菓
子
を

供
せ
ら
る
。
時
に
土
屋
但
馬
守
數
直
出
て
仰
を
つ
た
へ
。
両
卿
。
直
澄
御

茶
室
を
退
き
腰
懸
に
ま
か
る
。
其
跡
に
て
御
み
づ
か
ら
花
を
あ
そ
ば
さ

る
。
次
に
両
卿
。
直
澄
の
も
と
へ
久
世
大
和
守
廣
之
出
む
か
ひ
。
ふ
た
ゝ

び
御
茶
室
に
ま
い
り
。
御
手
前
の
御
茶
を
賜
は
り
。
畢
て
御
勝
手
に
参
入

す
べ
し
と
の
御
旨
あ
り
。
各
御
勝
手
の
御
座
敷
に
ま
い
れ
ば
。
御
宴
ひ
ら

か
れ
御
盃
賜
は
る
。
程
へ
て
入
御
の
後
。
ま
た
菓
子
。
薄
茶
を
給
ふ
。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
殿
中
日
記
』
に
も
、

一
甲
府
館
林
両
宰
相
殿
江　

御
座
之
間
於
御
次
之
間
ニ
御
料
理
被
進
之
出

　
　

新
御
囲
ニ
御
手
前
ニ
而
御
茶
被
進
之

　
　
　
　
　

御
囲
之
御
飾
也

一
御
懸
物 

虚
堂
墨
蹟　

一
御
釜 

桐　

一
御
茶
椀 

井
戸　

一
御
茶
入 

筑
紫
／
肩
衝　

一
御
水
指 

縄
簾  

一
御
茶
杓 

利
休

一
御
花
入 

蕪
な
し　

一
御
香
合 

堆
朱
／
布
袋　

一
御
三
羽 

大
鳥　

　
　
　

御
鎖
之
間

一
御
懸
物　

月
之
陰　

牧
谿
筆　

一
御
香
合　

孔
雀　

一
御
壺　

駕か
ご
か
き

籠
舁

　

一
御
釜
架　

天
龍　

一
御
水
入　

太
鼓
胴　

一
御
釜

　

定
家
歌
書　

一
御
墨
硯
屏
風
京
物

　

御
次
之
間　

御
硯
家

　

御
硯
箱
紙　

釣
香
炉　

か
ね
の
物　

花
鳥
坊

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
甲
府
様
は
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
三
男
、
徳
川
綱
重
。

舘
林
様
は
家
光
の
四
男
で
あ
り
、
後
に
五
代
将
軍
と
な
っ
た
徳
川
綱
吉
で
あ

る
。
井
伊
掃
部
頭
直
澄
に
つ
い
て
の
詳
細
は
判
然
と
し
な
い
が
、

12
白
峰
旬
氏

に
よ
れ
ば
、『
国
士
大
辞
典
』『
柳
営
補
任
』
等
の
老
中
の
項
目
に
記
載
は
な
い

が
、『
角
川
新
版
日
本
史
辞
典
』
で
は
老
中
（
寛
文
八
年
十
一
月
十
九
日
～
延

宝
四
年
一
月
三
日
）、『
岩
波
日
本
史
辞
典
』
で
は
大
老
（
期
間
、
同
上
）
と
さ
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れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

13
美
和
信
夫
氏
に
よ
れ
ば
「
井
伊
直
澄
は
大
老
で
は
な

く
、
幕
府
の
大
政
に
あ
ず
か
る
元
老
的
立
場
に
あ
っ
た
」
こ
と
等
の
指
摘
が
あ

る
。
蕪
な
し
と
い
う
青
磁
の
花
入
れ
は
（
１
前
報
告
参
照
）
は
万
治
三
年
三
月

九
日
に
稲
葉
美
濃
守
正
則
が
献
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
10
）
桐　

桐
文
釜　

き
り
も
ん
が
ま

胴
に
桐
の
花
と
葉
の
組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
る
文
様
が
あ
る
。
桐
の
文
様
は

様
々
あ
る
が
、
九
州
国
立
博
物
館
蔵
の
「
桐
紋
釜
」
が
一
例
と
し
て
参
照
で
き

る
。

（
11
）
筑
紫　

筑
紫
文
琳　

つ
く
し
ぶ
ん
り
ん

唐
物
文
琳
茶
入
。
ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
れ
ば
、
元
～
明
時
代
（
14
～
16
世

紀
）
に
焼
か
れ
た
陶
製
の
文
琳
茶
入
れ
で
あ
る
。
伝
来
は
津
田
宗
達
～
江
月
和

尚
～
龍
光
院
と
さ
れ
、
現
在
は
龍
光
院
が
所
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
寛
文
十

年
十
一
月
十
五
日
の
家
綱
の
茶
会
の
道
具
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
12
）
縄
簾　

な
わ
す
だ
れ

14
西
村
昌
也
氏
は
『
陶
説
』
の
中
で
縄
簾
の
施
紋
技
術
に
つ
い
て
「
竹
を
施
紋

す
る
長
さ
に
切
り
、
そ
の
一
部
を
切
り
取
っ
て
断
面
を
馬
蹄
状
に
し
て
切
り
口

を
尖
ら
せ
、
こ
れ
を
器
胎
に
押
し
付
け
て
載
せ
た
台
を
ゆ
っ
く
り
回
転
さ
せ
る

と
縄
状
の
は
つ
り
痕
が
付
き
、
そ
れ
を
日
本
で
縄
簾
と
称
し
た
」
と
い
う
。
褐

色
の
素
地
に
巡
ら
さ
れ
た
細
か
い
連
続
模
様
が
、
縄
で
編
ん
だ
簾
を
連
想
さ
せ

る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
万
治
三
年
三
月
十
日
、
酒
井

讃
岐
守
忠
勝
に
よ
っ
て
茶
会
の
返
礼
と
し
て
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
13
）
布
袋　

ほ
て
い

中
国
、
唐
代
末
の
禅
僧
。
藤
江
正
通
氏
は
『
角
川
茶
道
』
の
中
で
「
名
は
契か

い

此し

、
号
は
長ち

ょ
う

汀て
い

子し

。
四
明
山
に
住
み
、
体
が
肥
満
し
て
腹
が
大
き
く
、
容
貌
は

福
々
し
く
、
日
用
の
一
切
を
詰
め
た
大
き
な
袋
を
担
っ
て
杖
を
持
ち
、
市
中
に

喜
捨
を
求
め
て
歩
い
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
日
本
で
は
七
福
神
の
一
人
と
し

て
親
し
ま
れ
る
。
四
明
山
は
中
国
浙
江
省
の
寧ニ

ン
ポ
ー波

の
西
方
に
あ
る
霊
山
。
こ
の

布
袋
の
香
合
は
中
国
漆
器
を
代
表
す
る
技
法
と
さ
れ
る
彫
漆
の
一
種
、
堆
朱
で

あ
る
。
こ
の
堆
朱
布
袋
の
香
合
は
、
こ
の
茶
会
の
当
日
に
堀
田
備
中
守
正
俊
が

献
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
14
）
八
景　

瀟
湘
八
景
図　

し
ょ
う
し
ょ
う
は
っ
け
い
ず

「
八
景
御
懸
物
牧
渓
筆
」
と
あ
る
の
で
、
牧
谿
筆
の
瀟
湘
八
景
図
を
示
す
と
考

え
ら
れ
る
。
河
合
正
朝
氏
は
『
角
川
茶
道
』
の
中
で
、「
将
軍
家
の
収
蔵
目
録

で
あ
る
『
御
物
御
画
目
録
』
に
は
、
牧も

っ

谿け
い

・
芳ほ

う

汝じ
ょ

・
夏か

珪け
い

・
玉ぎ

ょ
く

澗か
ん

ら
の
八
景
図

の
こ
と
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
牧
谿
や
玉
澗
の
そ
れ
は
、
近
世
の
茶
湯

者
た
ち
に
こ
と
に
珍
重
さ
れ
、『
山
上
宗
二
記
』
の
ほ
か
、『
天
王
寺
屋
会
記
』

『
宗
湛
日
記
』
な
ど
の
茶
会
記
に
も
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
明

し
て
い
る
。

（
茶
会
６
）

（
15
）
こ
の
日
、
寛
文
十
年
九
月
朔
日
の
記
録
は
『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
に

水
戸
宰
相
光
圀
卿
就
封
の
辭
見
せ
ら
る
。
黒
木
書
院
の
茶
室
に
て
御
手
前

の
御
茶
た
ま
は
り
。
は
て
ゝ
宴
ひ
ら
か
れ
。
鷹
三
据
つ
か
は
さ
る
。
家
司

も
皆
拝
し
奉
る
。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
殿
中
日
記
』
に
も

一
水
戸
宰
相
殿
明
日
之
為
御
礼
御
登
城
出
御
座
之
間
ニ
浅
目
へ
出
西
胡
之

　

間
ニ
而
御
料
理
出
於
御
囲
ニ
御
手
前
ニ
而
御
茶
被
進
之
御
鷹
三
居
御
拝

領
之

　
　
　
　
　
　

御
囲
之
御
餝
物　

一
御
懸
物　

卯
月
郷　

一
御
茶
入　

朱
衣　

一
御
茶
椀　

は
け
め

一
御
茶
杓　

利
休　

一
御
釜　

大
あ
ら
れ　

一
御
水
指　

法
楽　

一
御
香
合　

青
貝
屈
輪　

一
御
花
入　

大
そ
ろ
り　

一
御
花　
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か
き
つ
は
た　

三
羽　

大
鳥

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
御
晦　

御
晦
之
節　

こ
の
茶
会
６
で
は
水
戸
光
圀
卿
が
、
茶
会
７
で
は
紀
州
様
が
、
茶
会
８
で
は
尾

張
光
友
卿
が
、
茶
会
９
で
は
永
井
伊
賀
守
が
御
晦
日
の
節
と
し
て
家
綱
か
ら
手

前
の
お
茶
を
賜
っ
て
い
る
。『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
、
光

圀
卿
は
「
就
封
の
辭
見
せ
ら
る
」
た
め
に
登
城
し
た
。
こ
の
前
日
、
す
な
わ
ち

８
月
晦
日
条
に
は
「
水
邸
に
稲
葉
美
濃
守
正
則
御
使
し
て
。
就
封
の
暇
仰
つ
か

わ
さ
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
茶
会
７
、８
、９
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ

の
「
御
晦
」「
御
晦
之
節
」
と
い
う
の
は
毎
月
の
晦
日
を
さ
す
わ
け
で
は
な
く

「
辞
見
」
の
事
と
思
わ
れ
る
。『
日
国
Ⅱ
』
で
は
「
辭
見
」
は
「
使
者
が
出
発
、

帰
国
な
ど
の
際
、
別
辞
を
述
べ
る
た
め
目
上
の
人
と
対
面
す
る
こ
と
。
お
目
見

え
。
い
と
ま
乞
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
参
勤
交
代
で
国
元
に
帰
る
こ
と
を

許
さ
れ
た
た
め
の
暇
乞
い
の
挨
拶
と
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）
卯
月
郷　

う
づ
き
の
さ
と

卯
月
は
旧
暦
で
は
初
夏
、
卯
の
花
（
白
い
卯
木
の
花
）
の
咲
く
頃
に
例
え
て
卯

月
と
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
茶
会
は
十
一
月
十
五
日
に
開
か
れ
て
い
る

の
で
季
節
が
合
わ
な
い
。
卯
の
花
は
お
か
ら
を
指
す
言
葉
で
も
あ
る
が
、
お
か

ら
は
別
に
雪き

花ら

菜ず

と
い
う
名
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
白
く
て
切
ら
ず
に
食
べ
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
。『
日
国
Ⅱ
』
に
よ
れ
ば
雪
花
菜

に
は
お
か
ら
の
他
に
「
雪
、
ま
た
は
雪
降
り
を
い
う
」
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

寒
い
冬
に
少
し
雪
が
降
り
つ
も
っ
た
木
々
の
様
子
を
暖
か
い
初
夏
の
白
い
卯
木

の
花
の
咲
く
様
子
に
見
立
て
た
の
か
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
18
）
肩
衝　

朱
衣　

か
た
つ
き　

あ
け
の
こ
ろ
も

朱
衣
の
肩
衝
は
漢
作
唐
物
茶
入
で
大
名
物
で
あ
る
。
小
田
栄
一
氏
は
『
角
川
茶

道
』
の
中
で
、
漢
作
は
「
茶
入
の
分
類
名
称
。
中
国
産
茶
入
の
う
ち
、
年
代
古

く
上
作
な
類
を
い
い
、
単
な
る
唐
物
と
分
け
て
い
る
。
い
ず
れ
も
古
来
重
宝
さ

れ
大
名
物
に
属
し
て
い
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
も
と
は
武
野
紹
鷗
が
所
持
し

て
い
た
が
、
後
に
徳
川
家
康
所
持
と
な
り
、
こ
れ
が
紀
州
家
に
伝
わ
っ
た
が
、

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
六
月
朔
日
、
紀
伊
宰
相
光
貞
卿
就
封
を
謝
し
て
、
隠

居
し
た
父
・
大
納
言
頼
宣
卿
よ
り
虚
堂
墨
跡
等
と
共
に
朱
衣
肩
衝
茶
入
が
家
綱

に
献
上
さ
れ
た
。
こ
の
茶
会
は
寛
文
十
年
で
あ
る
の
で
、
朱
衣
肩
衝
は
こ
の

時
、
徳
川
将
軍
家
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

15
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
十
二
月

（
三
日
と
伝
わ
る
）
に
島
津
斉な

り

興お
き

に
下
賜
さ
れ
る
が
、
昭
和
三
年
、
島
津
侯
爵

家
の
売
立
で
売
却
さ
れ
、
後
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。

（
19
）
大
あ
ら
れ　

霰
釜　

あ
ら
れ
が
ま

釜
の
表
面
に
霰
（
粒
々
の
突
起
）
を
配
し
た
茶
湯
釜
。『
新
版
茶
道
』
に
よ
れ

ば
「
霰
の
中
に
丸
窓
を
作
り
、
花
卉
な
ど
の
図
様
を
入
れ
た
り
、
霰
地
紋
の
上

に
野
鳥
・
短
冊
形
を
散
ら
す
こ
と
が
あ
る
。
芦
屋
釜
で
は
総
体
に
霰
は
小
粒
で

ま
ろ
や
か
で
あ
り
、
天
命
釜
に
お
い
て
は
大
粒
で
先
が
尖
る
」
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。

（
20
）
法
楽　

ほ
う
ら
く　

ほ
う
ろ
く　

焙
烙　

炮
烙　

法
楽
は
焙
烙
、
炮
烙
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
高
橋
尚
子
氏
は
『
角
川
茶
道
』
の

中
で
「
元
来
は
素
焼
の
平
た
い
土
鍋
の
名
称
で
、
多
く
は
穀
物
や
豆
な
ど
を
炒

る
農
具
を
、
茶
器
と
し
て
現
在
で
い
う
灰
器
に
見
立
て
た
」
と
さ
れ
る
。
こ
の

茶
会
で
は
水
指
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

（
21
）
大
そ
ろ
り　

大
曾
呂
利

曾
呂
利
は
花
入
の
形
状
で
あ
る
が
、
座ぞ

露ろ

吏り

と
も
書
く
。
胡
銅
製
で
首
の
部
分

が
細
長
く
無
文
で
あ
る
。
部
分
的
に
文
を
見
る
も
の
も
あ
る
。
花
を
生
け
る
他

に
、
柄
杓
立
と
し
て
も
用
い
る
。
四
方
盆
に
据
え
る
。
大
曾
呂
利
は
曾
呂
利
の

花
入
よ
り
大
ぶ
り
の
も
の
を
い
う
。
こ
の
茶
会
で
用
い
ら
れ
た
大
曾
呂
利
に
は

飛
龍
の
文
様
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
茶
会
で
用
い
ら
れ
た
大
そ
ろ
り
の

花
入
れ
は
、
寛
文
五
年
七
月
一
日
に
土
井
大
炊
頭
利
重
が
献
上
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
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（
22
）
ぐ
り　

屈
輪　

俱
利

『
日
国
Ⅱ
』
に
よ
れ
ば
、
屈
輪
は
「
漆
塗
の
堆つ

い

朱し
ゅ

や
堆つ

い

黒こ
く

で
用
い
ら
れ
る
、
蕨わ

ら
び

形が
た

の
連
続
し
た
渦
巻
文
様
。
ま
た
、
そ
れ
を
彫
り
出
し
た
も
の
。
禅
宗
寺
院
建

築
や
工
芸
品
に
み
ら
れ
る
。
ぐ
り
ぐ
り
。
ぐ
り
ん
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

16

曲
輪
と
も
表
記
さ
れ
る
。

（
23
）
大
鳥　

お
お
と
り

三
つ
羽
（
三
枚
羽
の
羽
箒
）
に
大
鳥
の
羽
を
用
い
た
も
の
。
大
鳥
は
靍
（
鶴
）

で
あ
る
。
鶴
の
三
枚
羽
は
利
休
が
使
い
始
め
た
と

17『
長
闇
堂
記
』

18『
源
流

茶
話
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
茶
会
７
）

（
24
）
こ
の
日
、
寛
文
十
年
二
月
二
十
五
日
の
記
録
は
『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
に

大
納
言
頼
宣
卿
辭
見
せ
ら
る
。
御
宴
ひ
ら
か
せ
ら
れ
御
盃
賜
ひ
。
馬
一

匹
。
鷹
三
連
つ
か
は
さ
れ
。
ま
た
御
茶
室
に
と
も
な
ひ
た
ま
ひ
。
御
手
前

の
御
茶
を
賜
ふ
。
家
司
ど
も
み
な
拝
し
奉
る
。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
殿
中
日
記
』
に
も

紀
伊
大
納
言
殿
江
御
黒
書
院
出
西
胡
之
間
ニ
御
料
理
被
進
之
以
後
於
御
囲

ニ
御
手
前
ニ
而
御
茶
被
進
之
其
以
後
出
御
座
之
間
御
尊
顔
御
鷹
三
居
御
馬

壱
疋
拝
領
之

　
　
　
　

御
囲
之
御
道
具

一
御
懸
物　

圜
悟　

一
御
釜　

相
竹
中　

一
御
水
指　

法
楽
新
土

一
御
茶
入　

大
隈
肩
衝
／
袋
鳥
た
す
き
緞
子　

一
御
茶
椀　

高
麗
／

　

三
嶋
／
ハ
ケ
目　

一
御
茶
杓　

利
休
作　

一
御
花
入　

大
そ
ろ
り

一
御
香
合　

青
螺
肩
衝　
　
　
　
　
　
　

御
花　

連
翹
／
赤
八
重
椿

一
三
羽　

野
鴈

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
も
『
茶
会
集
』
の
記
述
で
は
「
紀
州
様
御
晦
之

節
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
で
は
「
大
納
言
頼
宣
卿

辭
見
せ
ら
る
」
と
さ
れ
、
二
月
二
十
三
日
条
の
記
述
に
は
「
こ
の
日
土
屋
但
馬

守
數
直
御
使
し
て
。
紀
伊
大
納
言
頼
宣
卿
の
も
と
に
帰
国
の
暇
仰
つ
か
は
さ

る
」
と
あ
る
。
紀
伊
大
納
言
頼
宣
卿
が
参
勤
交
代
で
国
元
に
戻
る
こ
と
を
許
さ

れ
た
の
で
、
登
城
し
て
暇
乞
い
の
挨
拶
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
25
）
圜
悟　

圜
悟
克
勤　

え
ん
ご
こ
く
ご
ん

芳
賀
幸
四
郎
氏
は
『
角
川
茶
道
』
の
中
で
、
圜
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
～

一
一
三
五
年
）
は
「
宋
代
の
臨
済
宗
の
僧
。
字
は
無
著
。
し
た
が
っ
て
無
著
克

勤
と
よ
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
北
宋
の
徽
宗
帝
か
ら
仏
果
禅
師
、
南
宋
の
高
宗
帝

か
ら
圜
悟
禅
師
の
号
を
お
く
ら
れ
た
の
で
、
一
般
に
圜
悟
克
勤
と
称
さ
れ
て
い

る
。（
中
略
）
圜
悟
の
墨
蹟
は
、
彼
の
禅
宗
史
上
に
お
け
る
重
要
さ
も
あ
っ
て

古
来
珍
重
さ
れ
、
こ
と
に
茶
人
の
間
で
重
ん
ぜ
ら
れ
た
。
茶
室
に
墨
蹟
を
掛
け

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
村
田
珠
光
が
一
休
宗
純
か
ら
も
ら
い
受
け
た
圜
悟
の

墨
蹟
を
掛
け
た
の
が
最
初
だ
と
い
わ
れ
、
こ
の
伝
承
に
基
づ
い
て
圜
悟
の
墨
蹟

は
『
開
山
墨
蹟
』
と
も
称
さ
れ
た
。
現
在
伝
存
し
て
い
る
も
の
に
は
『
流
れ
圜

悟
』
の
名
で
知
ら
れ
る
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
一
幅
（
国
宝
）
と
、
畠
山
記
念

館
蔵
の
一
幅
（
重
文
）
と
が
あ
る
」。
こ
の
日
、
掛
け
ら
れ
た
圜
悟
の
墨
蹟
は

寛
文
六
年
七
月
二
八
日
に
蜂
須
賀
千
代
丸
（
綱
通
）
が
献
上
し
た
も
の
で
あ

る
。

（
26
）
竹
中　

竹
の
自
在
鉤
の
こ
と
か
。『
殿
中
日
記
』
に
は
「
相
竹
中
」
と
記
載
さ
れ
て
お

り
、
中
ぶ
り
の
竹
で
作
ら
れ
た
自
在
鉤
を
桐
の
釜
と
合
わ
せ
た
も
の
か
。
茶
会

８
で
は
詳
細
な
道
具
類
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
記
録
の
最
後
に
「
右
之
外
ハ

紀
刕
様
御
晦
之
節
之
通
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
茶
会
７
の
事
で
あ
り
、

こ
の
時
に
用
い
ら
れ
た
釜
が
茶
会
８
で
再
度
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
釜
に
つ
い
て
、
茶
会
８
の
『
殿
中
日
記
』
の
記
録
に
は
「
一
御
釜　

相
三
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鼓
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
横
木
（
子
猿
）
の
部
分
に
三
鼓
の
装
飾
が
な

さ
れ
て
い
る
自
在
鉤
を
茶
会
８
で
は
桐
の
釜
に
合
わ
せ
て
用
い
た
と
い
う
事
で

あ
ろ
う
か
。
現
在
の
規
格
で
は
自
在
鉤
の
小
は
鉤
棒
の
長
さ
が
60
～
70
セ
ン

チ
、
中
は
100
～
110
セ
ン
チ
、
大
は
そ
れ
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。

（
27
）
法
楽
新

新
し
い
土
で
焼
か
れ
た
焙
烙
の
水
指
。『
殿
中
日
記
』
に
も
「
法
楽
新
土
」
と

み
え
る
。

（
28
）
大
隅
肩
衝　

お
お
す
み
か
た
つ
き

漢
作
唐
物
茶
入
で
大
名
物
で
あ
る
。
本
多
大
隅
守
忠
純
が
所
持
し
て
い
た
た
め

本
多
大
隅
肩
衝
と
も
呼
ば
れ
る
。
寛
永
八
年
十
二
月
十
三
日
に
忠
純
が
没
し
た

後
、
娘
婿
の
政
逐
が
遺
領
を
継
い
だ
が
、
寛
永
十
五
年
七
月
二
十
九
日
に
他

界
。
そ
の
後
も
嗣
子
に
恵
ま
れ
ず
、
寛
永
十
七
年
に
同
家
は
断
絶
し
た
。
大
隅

肩
衝
も
こ
の
時
、
幕
府
の
所
持
と
な
っ
た
。
大
隅
肩
衝
は
そ
の
後
、
井
伊
掃
部

頭
直
孝
に
伝
わ
り
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
直
孝
の
没
後
七
月
二
十
六
日

に
井
伊
玄
蕃
頭
直
澄
か
ら
父
の
遺
物
と
し
て
家
綱
に
献
上
さ
れ
た
。
延
宝
六

年
（
一
六
七
八
）
二
月
二
十
六
日
に
家
綱
は
こ
の
肩
衝
を
尾
張
徳
川
家
に
与
え

た
が
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
三
月
十
八
日
、
尾
張
家
よ
り
繁
雪
肩
衝
の

見
返
り
と
し
て
綱
吉
（
五
代
将
軍
）
に
献
上
さ
れ
た
。
綱
吉
没
後
の
宝
永
六
年

（
一
七
〇
九
）
二
月
三
十
日
に
綱
吉
の
遺
物
が
分
配
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
、
大

隅
肩
衝
は
紀
伊
の
徳
川
吉
宗
に
与
え
ら
れ
、
そ
の
後
紀
伊
家
に
伝
わ
っ
た
。
昭

和
二
年
（
一
九
二
七
）、
紀
伊
家
の
売
り
立
て
に
よ
り
売
却
さ
れ
、
そ
の
後
の

消
息
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
茶
会
は
寛
文
十
年
で
あ
る
の
で
、
こ
の
時
、
大
隅

肩
衝
は
家
綱
の
も
と
に
あ
っ
た
。

（
29
）
鳥
た
す
き　

鳥
襷　

と
り
だ
す
き

小
笠
原
小
枝
氏
は
『
角
川
茶
道
』
の
中
で
、「
鳥
の
文
様
が
襷
形
に
構
成
さ
れ

た
文
様
。
染
色
文
様
と
し
て
も
古
く
、
正
倉
院
裂
に
﨟ろ

う

纈け
ち

に
よ
る
こ
の
種
の
文

様
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
形
式
的
に
最
も
整
っ
た
の
は
有
職
文
様
に
お
い
て

で
、
唐
花
の
十
字
形
を
中
央
に
二
羽
の
鳥
を
四
方
に
配
し
た
円
文
を
輪
違
に
組

み
合
わ
せ
た
鳥
襷
文
な
ど
は
数
多
い
有
職
文
様
の
中
で
も
特
に
優
れ
た
も
の
と

い
え
る
」
と
解
説
し
て
い
る
。

（
30
）
靑
螺
肩
形　

せ
い
ら
か
た
が
た

日
国
Ⅱ
に
よ
れ
ば
、
青
螺
と
は
「
青
い
螺に

し

貝
。
青
い
ほ
ら
貝
」
の
こ
と
。
螺
鈿

で
あ
る
。
肩
形
の
香
合
が
ど
の
よ
う
な
形
の
も
の
で
あ
っ
た
か
の
詳
細
は
不

明
。

（
茶
会
８
）

（
31
）
こ
の
日
、
寛
文
十
年
三
月
二
十
二
日
の
記
録
は
『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
に

黄
門
光
友
卿
辭
見
せ
ら
る
。
御
宴
設
ら
れ
。
其
上
御
茶
室
に
て
御
茶
賜

ひ
。
か
さ
ね
て
鷹
馬
つ
か
は
さ
れ
。
家
司
同
じ
く
拝
し
奉
る
。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
殿
中
日
記
』
に
も

一
尾
張
殿
江
昨
日
以
上
使
御
暇
被
進
候
為
御
禮
御
登
城
出
御
料
理
出
於
御

囲
ニ
御
手
前
ニ
而
御
茶
被
進
之
其
後
御
座
之
間
ニ
御
鷹
三
居
御
馬
一
疋

御
拝
領
過
之
（
中
略
）

　
　
　

御
茶
の
御
道
具
御
飾
り

一
御
懸
物　

圜
悟
墨
蹟　

一
御
茶
入　

大
隈
肩
衝　

一
御
花
入　

大
そ
ろ

り　

一
御
茶
碗　

三
嶋
は
け
め　

一
御
茶
杓　

利
休
作　

一
御
水
指　

法
楽　

一
御
釜　

相
三
鼓　

一
御
香
合　

青
貝
飛
龍

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
日
も
『
茶
会
集
』
の
記
録
で
は
「
瑞
竜
院
様
御
晦
之
節
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
で
は
「
黄
門
光
友
卿
辭
見
せ
ら
る
」
と
さ
れ
、

三
月
二
一
日
条
に
は
「
尾
張
黄
門
光
友
卿
の
も
と
に
稲
葉
美
濃
守
正
利
御
使
し

て
。
就
封
の
い
と
ま
給
ふ
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
茶
会
集
』
で
は
光
友
卿
の
こ
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と
を
瑞
竜
院
様
と
し
て
い
る
が
、
瑞
竜
院
は
光
友
卿
の
法
号
で
あ
る
。
こ
の
時

点
で
、
光
友
卿
は
生
存
し
て
お
り
、『
茶
会
集
』
が
茶
会
記
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
た
の
は
後
年
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（『
茶
会
集
』
の
評
釈
（
一
）
で
は
協

和
二
年
以
降
と
推
定
）。

（
32
）
か
ん
と
う　

間
道　

か
ん
ど
う　

19
西
村
兵
部
氏
に
よ
れ
ば
「
間
道
と
い
わ
れ
る
も
の
に
は
広
義
に
は
縞
織
物
で

あ
る
が
、
狭
義
に
は
十
五
、十
六
世
紀
に
輸
入
さ
れ
た
絹
お
よ
び
木
綿
の
縞
、

格
子
、
絣
の
も
の
を
い
う
。
漢
東
・
漢
島
・
広
東
な
ど
の
字
も
使
わ
れ
、（
中

略
）
特
に
茶
道
の
興
隆
と
と
も
に
茶
入
袋
に
よ
ろ
こ
ば
れ
、
名
物
裂
に
は
そ
の

数
約
四
十
種
を
か
ぞ
え
る
。
な
か
で
も
鎌
倉
・
望
月
・
丹
越
・
弥
三
右
衛
門

な
ど
は
古
渡
り
と
さ
れ
、
有
名
で
あ
る
。
間
道
は
大
略
次
の
よ
う
に
分
類
さ

れ
る
。（
一
）
縦
縞
の
も
の
（
鎌
倉
・
海
老
殻
な
ど
）、（
二
）
真
田
紐
が
横
に

入
っ
た
も
の
（
丹
越
・
高
木
な
ど
）、（
三
）
太
細
の
縦
縞
に
太
い
横
縞
の
も
の

（
高
木
）、（
四
）
細
か
い
格
子
模
様
の
も
の
（
利
休
）、（
五
）
縦
縞
と
格
子
の

ま
じ
る
も
の
（
青
木
・
望
月
・
丹
越
）、（
六
）
横
縞
で
よ
ろ
け
た
感
じ
の
も
の

（
日
野
）、（
七
）
縦
縞
に
横
筋
の
あ
る
も
の
（
し
じ
ら
）
な
ど
で
あ
る
。
そ
の

生
産
地
は
イ
ン
ド
を
主
と
し
、
そ
れ
に
東
南
ア
ジ
ア
お
よ
び
中
国
南
部
の
も
の

が
ま
じ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
船
や
朱
印
船
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

十
八
世
紀
以
降
、
わ
が
国
内
に
木
綿
生
産
が
各
地
で
お
こ
る
と
、
輸
入
の
縞
織

物
に
模
し
た
も
の
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
十
五
、六
世
紀
の
間
道
類
ほ
ど
の
気
品

の
あ
る
も
の
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
間
道
は
一
五
四
八

年
に
成
立
し
た

20『
運
歩
色
葉
集
』
に
は
「
漢
裼　

カ
ン
タ
ウ
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。

（
33
）
三
嶋
は
け
め　

三
島
は
け
め　

み
し
ま
は
け
め

高
麗
茶
碗
の
一
種
で
、
刷
毛
目
三
島
、
三
島
刷
毛
目
と
も
呼
ば
れ
る
。

21
谷
晃
氏
は
「
高
麗
茶
碗
つ
れ
づ
れ
ば
な
し　

三
島
／
割
高
台
」
の
中
で
「
三

島
と
い
え
ば
「
あ
ぁ
、
花
模
様
の
あ
る
茶
碗
」
と
す
ぐ
さ
ま
思
い
浮
か
べ
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
ど
高
麗
茶
碗
の
代
表
的
な
種
類
で
す
。
そ
し
て
茶
会
記
に
も
、

も
っ
と
も
早
く
現
れ
ま
す
。（
中
略
）
な
ぜ
三
島
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
茶
碗
に
付
け
ら
れ
た
文
様
が
、
現
在
の
静
岡
県
三
島

市
に
あ
る
三
嶋
大
社
が
古
く
か
ら
発
行
し
て
い
る
「
三
島
暦
」
を
連
想
さ
せ
る

こ
と
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。
刷
毛
目
三
島
は
朝
鮮
、

李
朝
時
代
の
茶
碗
や
鉢
の
内
外
に
型
押
し
の
細
か
な
花
紋
や
天
紋
等
の
三
島
文

様
を
施
し
、
そ
の
上
を
白
泥
な
い
し
黒
泥
で
刷
い
た
も
の
で
あ
る
。
三
島
刷
毛

目
茶
碗
は
寛
文
五
年
七
月
一
日
、
土
井
大
炊
守
利
重
が
献
上
し
て
い
る
。

（
茶
会
９
）

（
34
）
こ
の
日
、
寛
文
十
年
六
月
三
日
の
記
録
は
『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
に

京
職
永
井
伊
賀
守
尚
庸
上
洛
の
暇
給
ふ
と
て
饗
賜
ひ
。
御
茶
室
に
て
御
手

前
の
御
茶
下
さ
れ
。
金
。
時
服
幷
に
駿
馬
一
匹
引
せ
ら
れ
。
其
上
侍
従
に

任
ぜ
ら
る
ゝ
旨
命
ぜ
ら
る
。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
殿
中
日
記
』
に
も

一
永
井
伊
賀
守
今
日
御
暇
可
被
下
御
茶
旨
被
仰
出
然
間
御
料
理
被
下
之
席

琴
茶
書
晝
間
給
仕
小
納
戸
衆
勤
之
土
井
能
登
守
堀
田
備
中
守
板
倉
筑
後

守
松
平
民
部
少
輔
松
平
因
幡
守
出
座
合
挨
拶
事
過
御
表
江
退
座

一
御
座
之
後
御
囲
江
午
之
刻
出
御
此
節
伊
賀
守
被
召
出
候

　

御
手
自
被
下
御
茶
久
世
大
和
守
伺
公
（
候
）
ご
挨
拶
申
上
之

　
　

御
囲
御
道
具
飾

一
御
懸
物　

兀
庵
墨
蹟　

一
御
花
入　

青
磁
碪　

一
御
香
合　

青
貝　

一
御
釜　

妙
門
霰　

一
御
水
指　

法
楽　

一
御
茶
入　

師
匠
坊　

一
御
茶
碗　

割
高
臺　

一
御
茶
杓　

小
堀
作　

一
御
花　

玉
菖
蒲　

ご
自
身
被
遊
之　

一
三
羽　

大
鳥
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と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
日
も
『
茶
会
集
』
の
記
録
で
は
「
永
井
伊
賀
守
京
都
江
御
晦
之
節
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
で
は
「
京
職
永
井
伊
賀
守
尚
庸
上

洛
の
暇
給
ふ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
京
都
所
司
代
で
あ
る
永
井
尚
庸
は
、
江

戸
で
の
仕
事
を
終
え
て
京
都
に
帰
る
挨
拶
の
た
め
に
登
城
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
35
）
兀
庵　

ゴ
ツ
ア
ン　

ご
っ
た
ん

宋
の
僧
。
名
は
普
寧
。
生
没
年
は
一
一
九
七
～
一
二
七
六
年
。
臨
安
の
中
国

五
山
第
一
位
の
径
山
寺
で
無
準
師
範
に
参
じ
、
そ
の
法
を
嗣
ぐ
。
文
応
元

年
（
一
二
六
〇
）、
蘭
渓
道
隆
や
円
爾
ら
の
招
き
を
受
け
て
我
が
国
に
来
朝
。

北
条
時
頼
に
招
か
れ
て
建
長
寺
第
二
世
と
な
る
。
時
頼
の
死
後
の
文
永
二

年
（
一
二
六
五
）
に
在
留
僅
か
六
年
で
帰
国
し
、
至
元
十
三
年
（
一
二
七
六
）

十
一
月
二
十
四
日
、
温
州
江
心
山
龍
翔
寺
に
入
寂
す
。
日
中
両
国
に
語
録
と
書

跡
が
残
る
。
著
作
に
『
兀
庵
和
尚
語
録
』
一
巻
が
あ
る
。
勅
諡
は
宗
覚
禅
師
。

臨
済
宗
兀
庵
派
の
祖
。
至
元
十
三
年
は
中
国
年
号
。
日
本
で
は
建
治
二
年
。
兀

庵
筆
掛
幅
は
明
暦
三
年
三
月
一
日
、
鍋
島
信
濃
守
勝
茂
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
て

い
る
。

（
36
）
師
匠
坊
肩
衝　

四
聖
坊
肩
衝　

し
し
ょ
う
ぼ
う
か
た
つ
き

大
名
物
の
唐
物
肩
衝
茶
入
で
、
南
都
（
奈
良
）
東
大
寺
山
内 
花
厳
宗
本
寺

四
聖
坊
に
伝
来
し
た
什
物
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
師
匠
坊
肩

衝
と
も
称
さ
れ
る
。

22
芳
賀
幸
四
郎
氏
に
よ
れ
ば
「
名
器
と
し
て
珍
重
さ
れ
た

が
、
徳
川
家
康
の
手
に
移
り
、
以
後
山
内
一
豊
・
忠
義
、
徳
川
秀
忠
、
藤
堂
高

虎
・
高
次
、
徳
川
家
光
、
酒
井
忠
勝
、
徳
川
家
綱
、
徳
川
光
貞
、
徳
川
綱
吉
、

前
田
綱
紀
と
転
伝
し
、
現
在
、
前
田
家
に
伝
存
し
て
い
る
。
高
さ
約
八
・
四
セ

ン
チ
の
端
正
な
肩
衝
で
、
釉
薬
も
穏
や
か
で
見
事
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
こ
の

師
匠
坊
肩
衝
は
万
治
二
年
九
月
五
日
に
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
茶
会
の
あ
っ
た
時
、
寛
文
十
年
六
月
三
日
に
は
家
綱
の
も
と
に

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
37
）
割
高
麗　

わ
り
こ
う
ら
い

割
高
台
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。『
殿
中
日
記
』
に
は
「
割
高
臺
」
と
み
え
る
。

割
高
臺
は
高
麗
茶
碗
で
あ
る
が
、
高
台
に
十
文
字
、
或
い
は
数
か
所
の
切
り
込

み
を
入
れ
た
、
作
為
の
強
い
作
品
で
あ
る
。

21
谷
晃
氏
は
「
高
麗
茶
碗
つ
れ
づ

れ
ば
な
し　

三
島
／
割
高
台
」
の
な
か
で
「
割
高
台
の
名
称
は
、
高
台
が
割
れ

て
い
る
茶
碗
で
は
な
く
、
高
台
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
を
い
い
ま
す
。
た

だ
し
切
込
み
に
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
、
高
台
の
一
部
を
小
さ
く
切
り
落

と
し
た
も
の
、
大
き
な
切
込
み
を
数
ヶ
所
に
入
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
高
台
の

内
部
を
削
り
込
ま
ず
に
平
た
い
ま
ま
十
文
字
の
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
、
は

て
は
切
り
取
っ
た
残
り
の
部
分
が
三
本
足
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
茶
会
で
用
い
ら
れ
た
割
高
台
は

も
と
は
福
島
正
則
が
所
持
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
の
ち
に
土
井
大
炊
守
利
勝
の
も

の
と
な
り
徳
川
家
に
献
上
さ
れ
た
も
の
か
。『
東
武
実
録
』
に
よ
れ
ば
寛
永
五

年
（
一
六
二
八
）
正
月
一
八
日
条
の
西
の
丸
で
興
さ
れ
た
御
会
の

23
記
録
に
は

「
高
麗
割
高
台　

土
井
利
勝
献
上
ス
」
と
あ
る
。

（
38
）
妙
門
霰　

み
ょ
う
も
ん
あ
ら
れ

名
物
釜
。
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
玩
貨
名
物
記
』

（
国
会
図
書
館
蔵
）
の
「
御
釜
」
の
項
目
に
は
九
つ
の
釜
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
中
に
「
一　

め
う
も
ん
あ
ら
れ　

ふ
ろ
釜
」
と
名
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
茶
会
は
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
六
月
三
日
に
執
り
行
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
時
妙
門
霰
釜
は
家
綱
の
所
持
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
39
）
小
堀　

小
堀
遠
州

江
戸
時
代
前
期
の
大
名
で
あ
り
、
茶
人
。
遠
州
流
の
祖
で
あ
る
。

24
熊
倉
功
夫

氏
は
、
小
堀
遠
州
は
「
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
近
江
国
坂
田
軍
小
堀
村
（
滋

賀
県
長
浜
市
小
堀
村
）
に
生
ま
れ
る
。
父
は
小
堀
新
介
正
次
、
母
は
磯
野
丹

波
守
員
正
の
女
。
幼
名
作
介
、
名
は
政
一
（
正
一
と
も
記
す
）。
慶
長
十
三
年

（
一
六
〇
八
）
従
五
位
下
遠
江
守
に
叙
せ
ら
れ
遠
州
と
呼
ば
れ
た
。（
中
略
）
慶

長
十
一
年
陽
成
院
御
所
の
作
事
奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
て
以
来
、
駿
府
城
・
禁
裏
・

二
条
城
・
仙
洞
御
所
等
々
多
く
の
作
事
奉
行
を
歴
任
。
建
築
・
造
園
に
す
ぐ
れ
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た
才
能
を
あ
ら
わ
し
た
。（
中
略
）
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
十
二
月
伏
見
奉

行
に
な
る
。
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
二
月
六
日
伏
見
奉
行
屋
敷
に
て
没
し

た
。
享
年
六
十
九
歳
。
京
都
大
徳
寺
弧
篷
庵
に
葬
る
。
室
は
藤
堂
高
虎
養
女
。

茶
人
と
し
て
の
遠
州
は
幼
い
こ
ろ
よ
り
父
新
介
に
つ
い
て
茶
に
親
し
み
、
十
八

歳
の
時
露
地
手
水
の
水
遣
り
に
工
夫
を
こ
ら
し
茶
の
師
古
田
織
部
を
驚
か
せ
た

と
い
い
、
慶
長
十
一
年
ご
ろ
遠
州
が
茶
湯
の
質
問
を
織
部
に
し
た
記
録
『
慶

長
御
尋
書
』
が
残
る
。
一
方
十
代
よ
り
大
徳
寺
春
屋
宗
園
に
つ
い
て
禅
を
修

行
し
、
同
十
四
年
大
有
の
道
号
を
う
け
、
春
屋
か
ら
さ
ら
に
寿
像
（
弧
篷
庵

蔵
）
に
賛
を
得
た
。
こ
の
こ
ろ
に
は
作
事
を
通
じ
て
宮
廷
文
化
と
の
接
触
も
深

ま
り
、
ま
た
久
保
長
闇
堂
な
ど
茶
人
と
の
交
流
も
広
ま
っ
て
、
遠
州
の
茶
風
が

次
第
に
完
成
さ
れ
る
と
同
時
に
茶
人
と
し
て
の
地
位
も
確
立
し
て
く
る
。
こ
と

に
古
田
織
部
な
き
あ
と
は
大
名
茶
の
総
帥
と
し
て
多
く
の
大
名
茶
人
を
指
導
し

た
」
と
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
小
堀
遠
州
作
の
茶
杓
（
匕
）
は
寛
文
五
年
一
一

月
一
日
に
小
堀
備
中
守
正
之
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
て
い
る
。
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に
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た
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、
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に
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し
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名
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屋
市

蓬
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文
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の
皆
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に
、
ま
た
翻
刻
を
行
う
に
あ
た
り
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
社
会

専
修
・
中
村
修
也
先
生
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
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